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研究成果を臨床現場へ！ 

免疫疾患シングルセル解析の羅針盤的総説を発表 
 

キーワード：  シングルセル解析、１細胞、RNA シーケンス、ｓｃＲＮＡ-seq 

 

 

【研究成果のポイント】 

 自己免疫疾患・アレルギー性疾患に関する全世界のこれまでのシングルセル研究の成果について、臨床応

用への視点からまとめ解説した総説を発表 

 シングルセル解析はひとつひとつの細胞の遺伝子発現などの違いを明らかにし、患者さんの中に存在す

る病的細胞や細胞どうしのネットワーク異常を解明する研究手法。免疫疾患をはじめ多くの研究領域で応

用され、研究成果が発表されている 

 これまでに発表された研究成果の多くは、膨大なシングルセル解析情報が臨床現場でどのように患者さ

んへと還元されうるのかという視点があまり組み込まれていなかった 

 本総説は疾患ごとに細胞集団の変化を総括・図示することによりバイオマーカーや治療標的となる情報を

抽出。膨大なシングルセルデータを扱う上で、患者さんを意識した臨床的視点の重要性を世界に発信した 
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のグループは、シングルセル RNA シーケン

ス※１（scRNA-seq）を用いた自己免疫・ア

レルギー性疾患に関するこれまでの研究成

果をまとめ、臨床応用への視点から解説し

た総説論文を発表しました。膨大なシン

グルセル情報が今後どのようにベッドサ

イドへと還元されうるのか、免疫疾患の

病態・治療研究のひとつの道標となる成

果です。 

 

関節リウマチ (RA)・全身性エリテマトーデス (SLE)・全身性強皮症 (SSc)などの全身性自己免疫疾

患は、免疫系の制御異常を端緒とし、全身臓器の機能不全を生じる疾患群です。また、気管支喘息やアレ

ルギー鼻炎をはじめとするアレルギー性疾患は、外来抗原に対する異常な免疫反応を主体とし、まさに国

民病といえるような罹患率を呈しています。 

scRNA-seq は患者さんの体内に存在するひとつひとつの細胞ごとの遺伝子発現を解析し、その違い

を明らかにする研究手法です。近年、免疫疾患だけでなく多くの研究領域で応用され、新たな治療法の開

発などに結びついています。フローサイトメトリー法などを用いた従来の研究では検出しきれなかった詳

細な細胞の特徴が明らかになるとともに、その情報の網羅性から、細胞分化の系譜や細胞間の相互作用

といった病態に迫る情報を得ることが出来るのが特徴です。一方で得られる情報が膨大であるがゆえに、

膨大なデータの海から、患者さんを救うためにどのような切り口で結論を導くか、という点が曖昧になっ

てしまうという問題もあります。事実として、これまで発表された多くのシングルセル研究の成果は、疾患

群と健常者の細胞の違いを述べるアトラス的な内容にとどまるものが多く、scRNA-seq の技術で得ら

れた情報を真に患者さんにとって役立つ内容へと落とし込む取り組みが十分とはいえませんでした。 

  

図１：患者検体を採取し１細胞レベルの遺伝子発現の違いを解析すること

は、新たな病的細胞集団の発見や治療法につながり、近年の医学研究に

大きなイノベーションをもたらしてきた。 
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研究グループは免疫・アレルギー疾患を対象として scRNA-seq を適用した研究成果を渉猟し、臨床と

の架け橋となるようなバイオマーカーや治療標的として示唆された細胞・分子を抽出することに注力しま

した。その結果、各々の疾患における免疫細胞・組織細胞の病的変化を包括的に理解し、さらなる病態解

明研究を行う上でターゲットとなる分子・細胞を多数指摘することができました。同時に、現在のscRNA-

seq を中心とした研究の問題点、今後の方向性についても言及しています。 
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 用語説明 

※1  シングルセル RNA シーケンス  

目的の細胞集団を１細胞ごとに分離し遺伝子発現量や特徴を網羅的に解析することにより、従来は

ひとまとめにされていた細胞ごとの個性や多様性を明らかにする最先端の手法。 

【西出助教・島上医員のコメント】 

現在のところ、シングルセル解析は臨床現場で幅広く適用できるものではありません。しかし技術の進化は

めざましく、病変のシングルセルデータ＋ベッドサイド所見を組み合わせた「究極の臨床情報」が患者さんの

診療に用いられる未来は遠くないかもしれません。患者さんの体から１細胞へ、そして再びベッドサイドへ

と、臨床医と研究者が身近な距離で協働するシステムの確立が今後ますます重要であると考えます。 

 


